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京
都
市
南
部
の
中
核
的
図
書
館
と
し
て
、

ま
た
伏
見
区
中
心
部
に
お
け
る
地
域
図
書

館
と
し
て
、
伏
見
区
今
町
の
駐
車
場
公
社

今
町
駐
車
場
（
区
役
所
東
側
）
の
二
階
に

ピ
ロ
テ
ィ
方
式
で
建
設
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
図
書
館
は
、
中
央
図
書
館
と
同
様
、

年
末
年
始
を
除
き
年
中
無
休
、
平
日
は
午

後
八
時
半
ま
で
開
館
し
ま
す
。
ま
た
、
図

書

の
閲
覧
．
貸
出
、
調
査
・
研
究
の
た
め

京
都
市
伏
見
中
央
図
書
館
（
仮
称
）

大
江
町
立
図
書
館

大
江
町
立
図
書
館
は
、
昭
和
二
十
八
年

に
開
設
さ
れ
、
そ
の
後
町
民
総
合
セ
ン
タ

ー
ヘ
の
移
転
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
お
り

ま
す
が
、
来
年
完
成
す
る
総
合
会
館
へ
再

移
転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
会

館
は
、
大
江
町
の
中
心
駅
に
な
る
河
守
駅

前
に
設
け
ら
れ
る
シ
ビ
ッ
ク
ゾ

ー
ン
に
、

面
積
三
五

0
0
平
方
メ
ー
ト
ル

、
イ
ベ
ン

ト
ホ
ー
ル
等
と
共
に
併
設
さ
れ
ま
す
。
図

書
館
は
、
一
階
入
口
に
近
く
、
面
積
も

一

―
二
平
方
メ
ー
ト
ル
と
今
ま
で
よ
り
若
干

広
く
な
り
、
採
光
換
気
な
ど
環
境
も
一
新

さ
れ
ま
す
。

開
館
後
は
、
通
勤
帰
り
や
買
物
な
ど
と

共
に

、
足
を
向
け
ら
れ
る
機
会
が
多
く
な

る
こ
と
と
図
書
館
側
で
は
期
待
し
て
い
ま
す
。

京
都
市
洛
西
図
書
館
（
仮
称
）

の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

・
サ
ー
ビ
ス
や
、
対
面

朗
読
な
ど
の
身
体
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
す
る
ほ
か
、
中
央
図
書
館
と
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
・
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
は
か
り
、

双
方
の
資
料
を
利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
面
積
は
、
約

一
〇
六

0
平
方
メ

ー
ト
ル
で
、
蔵
書
数
は
開
館
当
初
四
万
冊
、

最
終
的
に
は
十
万
冊
が
目
標
。
開
館
は
、

来
年
夏
頃
の
予
定
で
す
。

西
京
区
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
大
原
野
東

境
谷
町
で
建
設
中
の
京
都
市
洛
西
総
合
庁

舎
一
階
に
、
十
一
館
目
の
地
域
図
書
館
と

し
て
来
春
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

図
書
館
面
積
は
五
二
六
平
方
メ
ー
ト
ル

で
、
蔵
書
数
は
開
館
当
初
二
万
冊
、
最
終

的
に
は
五
万
冊
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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今
年
度
二
回
目
の

理
事
会
が
九
月
二
十

四
日
、
府
立
図
書
館
で
開
催
さ
れ
、
要
望

書
の
提
出
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
「
図
書
館
振
興
に
関
す
る
要
望

書
」
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
の
経
過
を
み

る
と
、
即
効
性
は

な
く
て
も
、
図
書
館
に

つ
い
て
そ
の
役
割
・
重
要
性
が
認
識
さ
れ

て
き
て
お
り
、
今
年
度
も
府
知
事
等
の
諸

機
関
へ
提
出
す
る

こ
と
で
決
定
。
ま
た

、

知
事
と
府
教
育
長
以
外
は
、
依
頼
文
の
形

式
を
と
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

府
に
対
し
て
は
、
「
公
共
図
書
館
の
振

興
策
」
を
早
急
に
確
立
し
、
実
現
を
促
進

し
て
ほ
し
い
こ
と
。
府
立
二
施
設
の
充
実

を
図
っ
て
ほ
し
い
こ
と
。
市
町
村
図
書
館

の
振
典
充
実
の
た
め
補
助
制
度
を
確
立
し

て
ほ
し
い
こ
と
。
な
ど
の
内
容
で
提
出
す

る
こ
と
に
き
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
各
委
員
会
か
ら
中
間
報
告

が
あ
り
、
そ
の
中
で
研
修
研
究
委
員
会
か

ら
は
、

三

つ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
（
別
掲
）

が
発
足
し
た
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

・
・
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
点
字
図
書
館

当
協
議
会
へ
の
加
盟
を
承
認
：

八
月
中
旬
、
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
点
字

図
書
館
上
村
館
長
よ
り
、
当
協
議
会
へ
の

加
盟
に
つ
い
て
意
向
打
診
が
あ
り
、
事
務

局
か
ら
は
協
議
会
々
則
等
を
再
検
討
の
う

ぇ
、
加
盟
を
申
請
し
て
ほ
し
い
旨
回
答
し
た

と
こ
ろ
、
九
月

二
日
、

正
式
に
意
思
表
示

を
さ
れ
た
の
で

、
今
回
の
理
事
会
で
協
議

の
結
果
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

正
規
の
加
盟
は
六
十
二
年
度
か
ら
と
し

、

今
年
度
は
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
活
動
に

参
加
し
て
も
ら
う
。
ま
た
分
担
金
は
、
分

担
金
規
程
を
改
正
し
た
の
ち
決
定
し

、
役

員
の
被
選
挙
権
は
、
会
則
改
正
時
ま
で
保

留
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
近
畿
各
府
県
の
状
況
を
み
る
と
、

す
べ
て
の
府
県
で
点
字
図
書
館
が
協
議
会

や
協
会
に
加
盟
し
て
、
公
共
図
書
館
員
等

と
一
緒
に
活
動
し
て
い
る
も
よ
う
で
す
。
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図
館
員
の
世
界
大
会
で
あ
る
国
際
図

書
館
連
盟
第

52
回
大
会
が
、
八
月
二
十
四

日
か
ら
六
日
間
、
東
京
渋
谷
の
青
山
学
院

大
学
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
の
主
テ
ー
マ
は
「
二
十
一

世
紀
へ
の
図
書
館
」
で

、
こ
れ

に
①
ニ
ュ

ー
メ

デ
ィ
ア
の
影
孵
、
②
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
の
変
化
な
ど
十
項
目
の
サ
プ
テ
ー
マ
が

設
け
ら
れ
ま
し
た

。
会
議
は
全
体
会
議
の

ほ
か
、
八
部
会

・
三
十
二
の
分
科
会
に
分

れ
て
開
か
れ
、
そ
こ
で
二
百
十
八
も
の
論

文
が
読
ま
れ
ま
し
た
。
経
済
先
進
国
と
見

な
さ
れ
て
い
る
我
が
国
も
、
図
書
館
活
動

で
は
先
進
国
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
こ
の
大
会
開
催
が
節
目
と
な

っ
て

、
わ
が
国
の
図
書
館
行
政
が
さ
ら
に

発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

館
|
|

—
|
~

長

澤

田

種

治

第
五
十
二
回
国
際
図
書
館
連
盟
：

I
F

L
A
)
東
京
大
会
が

、
五
十
五
カ
国
か
ら

千
九
百
四
十
三
名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お

、
京
都
か
ら
の
参
加
者
は
三
十
一

名
で
公
共
図
書
館
か
ら
五
名
、
他
は
大
学

図
書
館
や
専
門
図
書
館
員
で
し
た
。

分
科
会
等
の
会
議
は
全
部
で

二
百
四
十

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
で
発
表
さ
れ
た
論
文
は

二
百
件
を
超
え
て
い
ま
し
た
。

分
科
会
で
の
論
文
発
表
は
英
語
が
基
＼
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本
と
な
っ
て
お
り
、
同
時
通
訳
さ
れ
る
分
用
者
が
大
巾
に
減
少
し
た
（
オ
ラ
ン
ダ
）

科
会
と

、
さ
れ
な
い
分
科
会
が
あ
り
、
同

と

い

う

こ

と

が

報

告

さ

れ

、
公
共
図
書
館

時
通
訳
さ
れ
る
分
科
会
へ
の
参
加
者
は
多
の
サ
ー
ビ
ス
は
絶
対
に
無
料
で
な
け
れ
ば

く

み

ら

れ

ま

し

た

。

な

ら

な

い

こ

と

を

主

張

し

、
こ
の
問
題
に

私
は
主
に
公
共
図
書
館
分
科
会
と
、
児
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に

童
図
書
館
分
科
会
、
障
害
者
に
対
す
る
図
な
り
ま
し
た
。

書
館
サ

ー
ビ
ス
分
科
会

に

参

加

し

ま

し

た

次

に

「

相

互

貸

借

の

職

員

」

に

つ

い

て

が
、
こ
れ
ら
の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
た
で
す
が
、
こ
れ
は
別
名
「
イ
ン
タ
ー

・
ラ

こ

と

を

ま

と

め

て

み

ま

し

た

。

イ

ブ

ラ

リ

ア

ン

」

と

呼

ば

れ

、

一

般

の

公
共
図
書
館
分
科
会
で
は
、

「
公
共
図
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
と
は
区
別
さ
れ
、
参
考

書
館
サ

ー
ビ
ス
の
有
料
化
」
と
「
相
互
貸

事
務
的
知
識
は
も
ち
ろ
ん
、
図
書
館
業
務

借
の
職
員
」
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
の
全
て
や
、
他
の
図
書
館
の
事
情
に
つ
い

実
際
に
料
金
を
と
っ
て
い
る
例
と
し
て
て
も
十
分
把
握
し
て
い
る
専
門
職
員
で
あ

レ
コ
ー
ド
の
貸
出
し
、
予
約
、
リ

ク
エ
ス
っ
て
、
特
別
の
訓
練
を
受
け
た
上
で
な
れ

ト
の
連
絡
用
通
信
費
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
る
職
員
で
あ

る
と
の
こ
と
。

が
、
課
金
を
打
ち
出
し
た
こ
と
に
よ
り
利
児
童
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
分
科
会
で
は

、

：
 

「
B
U
N
K
o
」
に
つ
い
て
各
国
の
人
が

関
心
を
も
ち
、
そ
の
運
営
方
法
、
図
書
館

と
の
か
か
わ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
細
か
い

質
問
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

障
害
者

・
入
院
患
者
・
矯
正
施
設
収
容

者
に
対
す
る
分
科
会
で
は
、

「
読
書
療
法
」

に
つ
い
て
関
心
を
も
た
れ
ま
し

た
が
、
病

院
図
書
館
に
つ
い
て
は
欧
米
の
方
が
先
進

国
で
、
日
本
で
は
な
ぜ
遅
れ
て
い
る
の
か

見
直
す
―
つ
の
材
料
と
も
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
刑
務
所
図
書
館
に

お
け
る
在
監
者
の
情
報
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
、
在
監
者
に
対
し
て

、

一
般
の

人
と
区
別
せ
ず
、
状
況
に
合
っ
た
形
の
サ

ー
ビ
ス
に
心
掛
け
て
い
る
あ
た
り
は

‘
日

本
の
場
合
と
違
っ
た
部
分
で
は
な

い
か
と

思
い
ま
し
た

。

最
後
に

I
F
L
A
全
体
を
ふ
り
か
え
っ

て
み
て
感
じ
た
こ
と
は
、
外
国
語
の
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
大
き
さ
を
改
め
て
知
っ

た
こ
と
と
、
同
時
通
訳
を
し
て
い
た
青
山

学
院
大
学
の
学
生
の
見
事
な
通
訳
に
感
心

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
図
書
館
員
は
単
に
利
用
者
と
図

書
館
に
だ
け
目
を
向
け
る
の
で
な
く
、
世

界
に
目
を
向
け
て
視
野
を
広
げ
る
必
要
が

あ
る
と
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

な
お

、

I
F
L
A
で
入
手
し
た
論
文
や

写
真
（
ス
ラ
イ
ド
も
）
は
府
立
図
書
館
に

あ
り
ま
す
の
で

、
と
希
望
の
方
は
遠
慮
な

＜
申
し
出
て
下
さ
い
。
語
学
に
自
信
の
あ

る
方
は
英
文
の
を
お
貸
し
い
た
し
ま
す
。
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さ
る
八
月
峰
山
町
立
図
書
館

へ
、
同
町
内
の
日
進
製
作
所
株

式
会
社
か
ら
、
図
書
館
充
実
の

た
め
に
と
、
一
千
万
円
の
寄
付

金
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

同
製
作
所
か
ら
は
、
昭
和

五

十
六
年
に
も
同
趣
旨

で
百
万
円

の
寄
付
が
あ
り
、

図
鑑
類
な
ど

を
中
心
に

II

日
進
文
庫
ー
と
し

て
利
用
者
か
ら
重
宝
さ

れ
て
き

て
い
る
経
過
が
あ
り
ま
し
た
が

、

今
回
は
会
社
創
立
四
十
周
年
記

念
と
し
て
の
寄
付
で
し
た
。

町
と
し
て
も
早
速
「
図
書
館

充
実
基
金
条
例
」
を
制
定
し
、

趣
旨
を
生
か
し
た
運
用
を
図
る

よ
う
手
続
き
を
お
こ
な
い
ま

し

こ
。
f
 ひ

っ
ぱ
く
し
た
図
書
館
予
算

に
四
苦
八
苦
の
中
で
の
朗
報
に
、

関
係
者
は
び
っ
く
り
仰
天
の
大

喜
び
、
ど
の
よ
う
に
こ
の
「
基

金
」
を
使
う
か
、
う
れ
し
い
悩

み
に
頭
を
痛
め
て
い
ま
す
。

お
月
見
会
（
古
典
に
学
ぷ
）

精
華
町
立
図
書
館

精
華
町
立
図
書
館
で
は
、
九

月
十
八
日
「
お
月
見
会
ー
古
典

に
学
ぶ
ー
」
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

あ
い
に
く
名
月
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
松
井
寛
治
館
長
の
講
演
で

、
中
世
か

ら
近
代
に

至
る
月
を
愛
で
た
句
や
歌
を
観

賞
、
日
本
人
と
月
と
の
深
い
か
か
わ
り
を

し
み
じ
み
と
味
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
日
の
た
め
に
準
備
し
た
秋
の
七
草
、

手
づ
く
り
の
名
月

（
照
明
つ
き
）
、
あ
け

び
の
か
と
に
、
く
り

・
芋
の
供
え
物
と

、

演
出
も
効
果
的
で

し
た
。
そ
の
上、

参
加

者
か
ら
の
さ
く
ら
湯
の
さ

し
入
れ

な
ど
も

あ
り
、
雨
の
月
見
会
は
盛
会
裡
に
幕
を
閉

じ
ま
し
た

。

八
月
二
十
六
日
夜
、
夏
休
み
の
記
念
品

づ
く
り
に
と
、

「
子
ど
も
手
芸
教
室
」
が

開
か
れ
ま
し
た

。
こ
の
初
め
て
の
催
し
に

十
八
組
の
親
子
が
参
加
し

、
は
ぎ

れ
を
使

っ
た
ミ
ニ
・

。ハ
ラ
ソ
ル
と
空
き
。
ハ
ソ
ク
を

利
用
し
た
イ
ヌ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
作
り
に
挑

戦
。
お
母
さ
ん
ら
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て

作
り
あ
げ
た
作
品
に
、
女
の

子
ば

か
り
の

十
八
人
は
「
と
て
も
か
わ
い
い
」
と
満
足

そ
う
。
同
館
で
は
職
員
総
出

で
指
導
に
当

っ
た

が
「
今
回
は
女
の
子
ば
か
り
だ

っ
た

が
、
次
回
は
男
女
と
も
参
加
で
き
る
催
し

を
」
と
盛
況
に
気
を
良
く
し
て
い
ま
し
た

。

開
館
一
周
年

・i

夏
休
み
お
楽
し
み
会

京
都
市
西
京
図
書
館

．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

••.•••••••••••• 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

開
館

一
周
年
を
迎
え
た
西
京
図
書
館
で

は
、
八

月
七
日
午
後
、
記
念
行
事
と
し
て

「
夏
休
み
お
楽
し
み
会
」
が
開
催
さ
れ

、

参
加
者
は
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
百
五
十
人

に
も
及
び
ま
し
た

。

職
員
の
熱
演
す
る
大
型
紙
芝
居
に
、
子

ど
も
連
れ
の
大
人
も
楽
し
く
見
入
っ
て
お

り
、
ま
た

、
テ
レ
ビ
に
慣
れ
て
い
る
子
ど

も
達
に
は
映
画
が
め
ず
ら
し
く
大
喜
び
。

子
ど
も
達
の
喜
々
と
し
た
姿
を
見
て
職

員
は
、
「
地
域
に
密
着
し
た
図
書
館
づ
く

、.. 
‘牧’’7~ • 

｀ 

J

今
.“
 

夏

休

み

9, 

、

Ù
.
i
 

ヽ

5.a. 

＇ 

?

”

’

ふ

99'

り
に、

一
層
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
」

と
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
一
日
で
し
た

。

田
辺
町
立
図
書
館
で
は
、
八
月
五
日
ー

十
日
ま

で
「
み

ん
な
で
考
え
よ
う
国
際
平

和
：
・
・
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク

の
世
界
」
を

テ
ー
マ
に
ア
ン

ネ

・
フ
ラ
ン
ク
展
が
催
さ

れ
ま
し
た
。

田
辺
町
が
国
際
平
和
年
を
記
念
し
て
開

い
た
も
の
で
、
講
演
会
や
ア

ン
ネ
の
日
記

な
ど
図
書
展
示
、
。
ハ
ネ
ル
や
写
真
な
ど
の

他
、
ア
ン
ネ
が

隠
れ
て

い
た
家
の
模
型
、

回
転
本
棚
を
使
っ
た
隠
れ
家
へ
の
入
口
の

実
物
大
模
型
な
ど
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

•••••••••••••••••••• 
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．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
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「
お
ば
け
の
本
」
展
示

亀
岡
市
立
図
書
館

••••••••••••••••••••• 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
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宇
治
市
中
央
図
書
館

•••••••••••••• 

•••••••••••••••••• ••••••••••••••••• 
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••••••••••••••••••••••••••••• 
子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
あ
る
個
性
ゆ
た

か
な
妖
怪
や
お
ば
け
た
ち
が
大
集
合
。

絵

本
や
児
童
文
学
に
あ
ら
わ
れ
た
お
ば
け
に

関
す
る
図
書
の
展
示
が
、
亀
岡
市
立
図
書

館
と
宇
治
市
中
央
図
書
館
で
あ
り
ま
し
た

。

亀
岡
で
は
、
絵
本
や
紙
芝
居
を
含
め
百

六
十
点
が
、
宇
治
で
は
四
百
五
十
点
が
用

意
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
た
た
く
間
に
借
り

出
さ
れ
て
い
く
な
ど
、
あ
ら
た
め
て
お
ば

け
人
気
に
驚
か
さ

れ
た
よ
う
で
す
。
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(4) 

~ i研修研究委員会ニュースー―------吻
61~62年度研修研究委員会は ，18館から委員の選出を

うけ， 7月18日府立図書館において，第 1回「委員会」

を開催し ， 「会」運営の基本方針，事業計画等を以下の

とお り決定しました。

1. 運営の基本方針

(1) 前年度の事業を受継き・， 発展させる。

(2) 研修体制のほかに研究体制をつくる。

(3) 京庫連他との共催事業等を発展させる。

2. 事業計画

(1) 研修事業 ＿＿―-亀岡市より 北の地域で研修グルー

プをつくり ，当地域選出の委員で研修委員会を組

織し ，研修事業についての具体的取組みをする。

委員長 ：福知山市立図書館長 橋本氏

なお，一泊研修については京都市北図書館の徳

平氏を中心に取組む。

(2) 研究事業 ー… 亀岡市以南の地域を研究グループ

とし， 当面 3つの研究グループを発足させて，研

究活動をおこな う。

① 児童奉仕研究グループ

リーダー： 城陽市立図書館

障害者奉仕研究グループ

リーダー ：八幡市民図書館

参考事務研究グループ

リーダー ：府立総合資料館 黒坂氏

なお，当研究グループは京都府の図書館界がか

かえる問題点を一つ一つ調査 ・研究して， その成

果を当協議会参加館に還元し ，問題解決の指針と

するものです。

(3) 共催事業等

① 「京庫連」との共催等

ィ ．ス トーリー・テリ ング入門講座を

大月ル リ子氏

加藤氏

②
 

③
 

尾上氏

を講師に 5月30日 ・6月13日 ・6月27日の連

続3回，府立図害館を含む 3者共催で府立図

書館を会場に実施しました。

ロ．10月に講演会を開催する。

ハ． 交流会のもち方につき ，京庫連と協議する。

② 京都府南部図書館等連絡協議会との連携

「南図協」主催の実務研修会に後援などの形

で参加し ，連携を強めていく。

以上のような決定をもとに活動をしてきましたが， 9月

末までの具体的活動は次のと おりです。

1. 研究活動については， 各館から参加者の選出をう

け，児童奉仕グ）レープは11館12名，障害者グ）レープ

は4館 5名， 参考事務グループは 4館6名と なり，

10月中に正式に発足の予定です。

研修活動については， 9月26日福知山市立図書館

に北部地域の委員が集まり，今年度研修会開催につ

き話合ったところ ，2回開催をめどに，次のように

決まりました。

第 1回研修会

テーマ： 受入基準について ―-partIマンガの

取扱いについて

時期： 12月上旬（予定 ）

場所 ：福知山市立図書館

第 2回研修会

テーマ ：読み聞かせについて（ 仮称 ）

時期 ：62年2月 （予定 ）

場所 ：宮津市立図書館 （予定 ）

講演会

「京庫連」と共催で10月22日，評論家山辺昭代氏

の「科学の本って本当におもしろいの？」を府立勤

労会館で開催しました。

2. 

3. 

, 4.  4 會ふ會べ， ィ パ千ふ 内．^ ・ベ↑ベ・パ 今 企 企 企 今 心 ふ會 r1'h ベ，心↑ 4 會 dヤ‘'バ: パ↑ふ→ 4 心 介，心青ふーふ一 心↑心↑心

〇
奉
仕
部
門
研
究
集
会
京
都
市

期
日
・
十
一
月
二
十
五
日
（
火
）

会
場

・
京
都
市
社
会
教
育
総
合
セ

ン
タ
ー

主
題

・
図
書
館
相
互
協
力
の
現
状
と
課
題

0
参
考
事
務
研
究
集

会

京

都

府

期
日
・
十
二
月
四
日
（
木
）

！
五
日
（
金
）

会
場

・
京
都
堀
川
会
館

主
題
・
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
時
代
に
お
け
る

参
考
事
務

I広

報

委

員

会

だ

よ

り

ー

奪
広
報
委
員
会
発
足
後
、
第
二
号
を
お
届

け
し
ま
す
。

I
F
L
A
東
京
大
会
が
、
は

じ
め
て
日
本
で
開
か
れ
ま
し
た
。
私
達
の

日
常
活
動
の
延
長
と
し
て
、
国
際
的
視
野

を
持
つ
眼
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ア
ジ

ア
の

一
員
と
し
て
こ
の
大
会
の
も
つ
意
義

に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
も
の
で
す
。

奪
各
地
域
か
ら
万
遍
な
く
情
報
を
収
集
し、

よ
り
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
を
会
員
各
位
に
提

供
す
る
と
い

う
視
点
で
、
府
内
を
五
ブ
ロ

ッ
ク
に
わ
け
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
と
広
報
委
員

会
を
つ
な
ぐ
連
絡
協
力
員
と
し
て
、
こ
の

ほ
ど
五
名
の
方
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
ぜ

ひ
ホ
ッ
ト
な
話
題
、
催
し
な
ど
を
、
気
軽

に
連
絡
協
力
員
ま
で
お
よ
せ
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
協
力
員

】

・
京
都
市
内
プ
ロ

ッ
ク

1
1
前
田
泰
宏
（
京
都
市
山
科
図
）

・
洛
西

ブ
ロ
ッ
ク
1
1
高
坂
邦
男

（
向
日
市
立
図
）

・
山
城
ブ
ロ

ッ
ク
1
1
田
村
博
康
（
宇
治
市

中
央
図
）

・
中
丹
プ
ロ

ッ
ク
1
1
栗
林
さ
よ

子
（
亀
岡
市
立
図
）

・
丹
波
丹
後
プ
ロ
ッ

ク
廿
中
西
俊
夫

（宮
津
市
立
図
）
（
敬
称
略）

研
究
集
会
日
程

〈〈
京
都
開
催
分
》


